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村上春樹の「沈黙」について










































　村上春樹の「沈黙」は、『村上春樹全作品 1979 ～ 1989 ⑤　短篇集Ⅱ』（講談社、1991 年）の
ために書き下ろされた、400 字詰め原稿用紙に換算して 50 枚程度の分量の短編小説である。そ
の後、単行本（短編集）『レキシントンの幽霊』（文藝春秋、1996 年）、同『象の消滅　短篇選






















































































　上の引用箇所の最初に「この連載」とあるのは、講談社の文庫 PR 誌『 IN・POCKET』への
隔月の連載（1983 年 10 月～ 1984 年 12 月）を指している。連載された具体的な作品は、短編
集『回転木馬のデッド・ヒート』（講談社、1985 年）に収録された「タクシーに乗った男」「プ
ールサイド」「今は亡き王女のための」「嘔吐 1 9 7 9 」「雨やどり」「野球場」「ハンティング・
ナイフ」と収録されなかった「BMW の窓ガラスの形をした純粋な意味での消耗についての考
察」との計 8 作品であり、「沈黙」は「この連載」とは無関係である。しかも、Ⅰで述べたよう
に「沈黙」の初出は 1991 年であり、1987 年刊行の『ノルウェイの森』よりも後に書かれてい
ることから、「沈黙」は明らかに「『ノルウェイの森』の下書き」ではない。したがって、「沈
黙」は、上に引用した村上の考えの対象から一見外れているようだが、しかし、『村上春樹全作












































































爆音が聞こえた。ボーイング 7 3 7 が上を向いた楔のように雲の中に一直線に突っ込んで、そ



























































































































































































































































































































































































































































































西水丸）『「ひとつ、村上さんでやってみるか」と世間の人々が村上春樹にとりあえずぶっつける 4 9 0
の質問に果たして村上さんはちゃんと答えられるのか？』朝日新聞社、2006 年、175 ～ 176 頁）と引
用箇所とほぼ同趣旨のことを、時を同じくして述べている。
3） 前掲「かえるくんのいる場所」『はじめての文学　村上春樹』259 頁。


















































18） 前掲『「ひとつ、村上さんでやってみるか」と世間の人々が村上春樹にとりあえずぶっつける 4 9 0
の質問に果たして村上さんはちゃんと答えられるのか？』376 ～ 377 頁。
19） 村上春樹「第十回　誰のために書くのか？」『職業としての小説家』（前掲書）244 頁。
20） 川上未映子・村上春樹「第二章　地下二階で起きていること」『みみずくは黄昏に飛びたつ』（新潮社、














27） 村上春樹「「壁と卵」―エルサレム賞・受賞のあいさつ」『雑文集』（新潮社、2011 年）79 頁。
28） 村上春樹「解題」『村上春樹全作品 1990 ～ 2000 ③　短篇集Ⅱ』（前掲書）265 頁。
29） 村上春樹「お金で買うことのできるもっとも素晴らしいもの」『夢を見るために毎朝僕は目覚めるので












話でした。」（202 ～ 203 頁）、「松本は学校でしょっちゅう誰かに殴られていたらしいんだよ、と教師
はむずかしい顔をして言いました。顔やからだにあざをつけて家に帰ってくることがよくあったんだ。
お母さんがそう言ってるんだ。学校で、この学校で
















坂田達紀（2017）　「村上春樹「青が消える（Losing Blue）」の文体」『四天王寺大学紀要』第 64 号、四天
王寺大学
長谷川達哉（2008）　「羊たちの沈黙 ─村上春樹『沈黙』論」『村上春樹と一九八〇年代』（宇佐美毅・千田
洋幸編）おうふう
馬場重行（2011）　「村上春樹「沈黙」論 ─「深み」の共有へ─」『〈教室〉の中の村上春樹』（馬場重行・
佐野正俊編）ひつじ書房
横井　司（2001）　「沈黙　ちんもく」『村上春樹　作品研究事典』（村上春樹研究会編）鼎書房
28－ －
